
【「知と情報の拠点」である県立長野図書館整備】

【長野オリンピックレガシー活用プロジェクト】

ご寄附により整備を行った一例
上：「信州・学び創造ラボ」ｻｲﾈｰｼﾞﾎﾞｰﾄﾞ
下：子ども向けﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｹﾞｰﾑ等

（ご寄附いただいた企業様）

株式会社グリットウェブ様
（愛知県豊田市）

株式会社ブレアパッチ様
（大阪府大阪市）

上記以外の実績については、
長野県HPからご覧ください。

詳細は
コチラ

「ふるさと信州寄付金」とは・・・
個人が長野県に対してふるさと納税（寄附）をすると寄附額のうち2,000円を超える部分について、
一定の上限まで所得税・個人住民税から全額が控除されます。
集まった寄附金は産業振興や豊かな自然環境の保全など、様々な県事業に活用させていただきます。

●信州の特産物をお礼の品
として贈呈します。※１

●クラウドファンディング型ふるさと納税として信州
子どもカフェ応援プロジェクトへの寄附を募集します。
（募集期間 R3.12.1～R4.1.31）※２

信州こどもカフェとは、生活に困ってい
る家庭の子どもに対して無料又は定額で
食事提供や学習支援を行う子どもの居場
所のことです。いただいた寄附は全額信
州こどもカフェの運営支援に活用します。

※１ 長野県外にお住いで１万円以上のご寄附をいただいた方が対象です。 ※２ 返礼品として子どものお手紙付き折り紙等を送付いたします。

【お問い合わせ先】長野県総務部税務課（☎026-235-7046）

ご寄附により整備を行った一例
上：FISﾉﾙﾃﾞｨｯｸｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟの様子
下：寄附企業様への感謝状贈呈式の様子

メタウォーター株式会社様
（東京都千代田区）

ヴェオリア・ジェネッツ
株式会社様（東京都港区）

（ご寄附いただいた企業様）（他非公表企業1社）

長野県では

「しあわせ信州」の実現に向け、

を

募集しています！
長野県が行う地方創生の活動に対して、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）を通じて、
一緒に取り組んでいただける県外企業の皆様を募集しています。

企業の皆様が、寄附を通じて地方公共団体が行う地方創生の取組を応援した場合に、

税制上の優遇措置が受けられる仕組みです。

企業版ふるさと納税とは…

(①)全額損金算入可能→寄附額の約３割相当が税減額
(②)法人事業税で、寄附額の２割が税額控除
(③)法人住民税で、寄附額の４割が税額控除（４割に満たない場合は残りを法人税で控除）

実質負担約１割！

最大で寄附額の約９割に相当する税額が

軽減されます！

通常の軽減効果

寄 附 額

損金算入による税減額

国税＋地方税(①)約３割

税額控除

約６割
法人事業税(②)

法人住民税＋法人税(③)

企業負担

約１割

寄附による軽減効果（9割）

PR看板の設置、感謝状や記念品の贈呈等により、
寄附をいただいた企業の皆様の社会貢献活動を

広くPRさせていただきます。
※PR内容は対象事業によって異なります。詳しくはお問い合わせください。

地方創生・社会貢献に取り組む企業として

ＳＤＧsの達成など、イメージアップの効果や

地方自治体との新たなビジネスチャンスの

可能性が広がります。

企業版ふるさと
納税に関するHP
はコチラ

いただいたご寄附は、県立図書館の環境整備や誰でも体験できる
デジタルグッズの充実に活用させていただきました。
この取組を通じて、今の時代だからこその情報のカタチ
に楽しく触れられる環境を整え、公共図書館の持つ地域
の情報基盤としての役割を果たしていきたいと考えてい
ます。

【お問い合わせ先】長野県企画振興部総合政策課
（☎026-235-7018 ✉seisaku@pref.nagano.lg.jp）
まずはお気軽にご連絡ください！

寄附の
メリット①

長野冬季五輪から20年が経過するのを契機に開催したFISノル
ディックコンバインドワールドカップの支援をいただきました。
ジャンプ大会の円滑な開催や、観光客及び選手の安全かつ快適な、
環境整備に活用させていただきました。

個人の皆様からも「ふるさと信州寄付金(長野県へのふるさと納税)」
を通じたご支援をお願いします！

これまでの実績（一例）

長野県PRキャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ

【制度を活用する上での留意事項】
(1)本制度は、企業の本社（地方税法における主たる事務所又は事業所）

所在地以外の地方公共団体に対する寄附が対象となります。
(2) 寄附額は1回当たり10万円以上が対象となります。
(3) 寄附を行うことの代償として、経済的利益供与は禁止されています。
(4) 寄附金額は確定した事業費の範囲内までとなります。

制度の詳細については、
内閣府地方創生推進事務局
のポータルサイトを
ご覧ください。

寄附の
メリット②



長野県では、SDGs（持続可能な開発目標）をビルト・インした総合５か年
計画「しあわせ信州創造プラン2.0」を策定し様々な施策を展開しています。
また、平成30年6月には、SDGs達成に向けて優れた取組を提案する「SDGs
未来都市」に選定され、SDGsを意識した地方創生施策を推進しています。
「誰一人取り残さない」というSDGsの理念を踏まえた社会づくりのため、
多様な主体との連携を目指します。

「企業版ふるさと納税（人材派遣型）」の活用をご検討ください！

～個性豊かな地域づくりの推進～

企業版ふるさと納税（人材派遣型）は、企業版
ふるさと納税を活用して、専門的知識・ノウハ
ウを有する企業の人材を地方公共団体へ派遣等
していただく制度です。
人材育成の機会として、活用をご検討ください。

人件費相当額を含む寄附額の

最大約９割に税の軽減効果
企業のノウハウの活用による

地域貢献
活躍機会の増加による

人材育成

メリット！

人材

長野県が取り組んでいる

地方創生プロジェクト

●学びの県づくり

●産業の生産性が高い県づくり

●人をひきつける快適な県づくり

●いのちを守り育む県づくり

●誰にでも居場所と出番がある県づくり

●自治の力みなぎる県づくり

この他にも…

上記に関連する事業も対象となります！
（詳細はお問い合わせください）

企業の皆様からのご支援
お待ちしております！

『企業版ふるさと納税』で長野県を応援してください！

登山道を整備して登山者の安全・

豊かな自然を守りたい！

山岳県「長野」を訪れる多くの登山者に、安全な

登山や豊かな自然を楽しんでいただけるよう、登

山道の整備や高山植物の保護に取り組んでいます。

長野県の山岳環境を保全し、豊かな森林と清流が

織り成す雄大な自然を守ります。

老朽化した木道の整備前（左）と
整備後（右）

環境

事業詳細は
コチラ

～生命・生活リスクの軽減～

（環境部自然保護課）

ゼロカーボンに配慮した取組を行う

企業の誘致を行いたい！

工場・研究所、ICT企業のオフィスの立地や県外

からの本社機能等の移転などを対象とした支援を

行います。これらの企業がゼロカーボンに資する

取組を積極的に行えるよう、県としてバックアッ

プを行います。

左：大町市に建設された工場
右：小海町に進出した

ICT企業オフィス

環境

事業詳細は
コチラ

～地球環境への貢献～

（産業労働部産業立地・IT振興課）

DX推進に資するデジタル人材の

育成・誘致に取り組みます！

県内デジタル人材の育成、県外からデジタル人材

を呼び込むためのデジタル人材育成応援イベント

「Nagano Fledge」の開催を応援してください！

イベント内ではアプリコンテスト等を実施し、創

造的な活動を実施している者同士が互いに連携し

刺激を与え合うような機会とします。

左：ベンチャーコンテストの様子
右：アプリコンテストの様子

DX

事業詳細は
コチラ

～革新力に富んだ産業の創出・育成～

（企画振興部DX推進課）

「気軽に訪れることができる身近な美術館」

長野県立美術館を応援してください！

長野県立美術館は、いつでも誰でも気軽にアートに

触れることができる美術館として、令和３年４月に

リニューアルオープンしました。

国内外の人々が集い、長野県の魅力を発信する文化・

観光の拠点として、オリジナル作品の制作等に力を

注いでまいります。

左：長野県立美術館外観
右：昨年度寄附金により制作した

映像作品
榊原澄人《飯縄縁日》(2021)

芸術

美術館HPは
コチラ

～心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興～

（県民文化部文化政策課）

水災害に備える！

「流域治水」を応援してください！

長野県では令和元年東日本台風などの甚大な水害

が発生しており、洪水や内水氾濫による浸水被害

の軽減は喫緊の課題です。気候変動に伴い頻発・

激甚化する災害に対し、流域全体で水害を軽減

させる「流域治水」を推進しています。

左：あらゆる関係者の協力を
得るためミニ番組を作成

右：雨水貯留浸透施設を整備

災害

事業詳細は
コチラ

～県土の強靱化～

（建設部河川課）

《例えば…》地域課題の解決に向けて、官民連携による”共創”を
コーディネートする人材！（県民文化部県民協働課）

制度詳細はコチラ


